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平成23年度一般会計当初予算は

前年度当初比1億4,559万円増加（2.48％増）

60億627万円 でスタート 

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
、
依
然
と
し

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
立
て
直
し
、
健

全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
よ
り
、

経
常
経
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し

を
行
い
予
算
の
削
減
に
努
め
た
も
の
の
、
電

算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
伴
う
経
費
や
平
成
22

年
度
に
創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
の
３
歳

未
満
児
へ
の
増
額
、
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
む
た
め
22
年
度
当

初
予
算
と
比
べ
て
約
２
・
48
％
、
額
に
し
て

１
億
４
５
５
９
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
、
60
億
６
２
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　

　

３
月
定
例
会
は
、
２
日
か
ら
17
日
ま

で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町

長
よ
り
提
案
さ
れ
た
平
成
23
年
度
当
初

予
算
案
な
ど
31
の
議
案
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
員
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ

た
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
関
係
機
関
と
の
協

議
等
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
賛
成
11
・
反
対
１
で
可
決
）

子ども手当に
３億７４７万円

小
学
校
校
舎

　

耐
震
補
強
工
事
等
に

　
　
　
　

３
９
８
１
万
円

　

平
成
23
年
度
鞍
手
町
一
般
会

計
予
算
で
は
、
厳
し
い
町
財
政

の
中
、
乳
幼
児
医
療
の
無
料
化

は
、
引
き
続
き
小
学
校
入
学
前

ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
子
宮
頸
ガ
ン

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

及
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
予
算
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
歓

迎
す
る
も
の
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
貧
困
と
格
差

の
拡
大
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
今
、
行
財
政

改
革
の
名
の
下
に
、
あ
ら

ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
が
切
り
下

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
同
和
関
係
予
算
は

温
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

の
財
政
も
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
負
担
は
国
保
税
、

住
民
税
、
ゴ
ミ
袋
料
金
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
な

ど
重
す
ぎ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
町
民
の
暮
ら
し

と
営
業
に
光
り
を
あ
て
る
予
算

に
組
み
替
え
て
い
く
こ
と
を
求

め
、
本
予
算
案
に
反
対
し
ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

反  対  討  論

耐震補強工事が行われる新延小学校

耐震補強工事が行われる剣南小学校



歳　入（ 財源 ）

歳　出（ 使いみち ）

会　　計　　名 平成２3年度 平成２2年度 対前年比 議決結果

一　般　会　計 ６０億 　６２７万円 ５８億６, ０６８万円 １０２．５ 賛成11・反対１で可決

特

別

会

計

国民健康保健事業 ２2億 3, １２５万円 ２１億８, ９８４万円 １０１．９ 賛成11・反対１で可決

老人保健 　　－　 ６１５万円 ０ 一般会計へ移行

後期高齢者医療 ２億１, ６３３万円 １億７, ７７９万円 １２１．７ 全員賛成で可決

住宅新築資金等 ３８万円 １３５万円 ２８．１ 賛成11・反対１で可決

流域関連公共下水道事業 ７億５, ４７７万円 ７億３, ８３９万円 １０２．２ 全員賛成で可決

かんがい施設維持管理運営費 6, ３５９万円 ９, ３４２万円 ６８．１ 全員賛成で可決

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ７７７万円 ９９９万円 ７７．８ 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 ２億９, ２４０万円 ３億　６７１万円 ９５．３

全員賛成で可決
収益的支出 ２億９, １９１万円 ３億　６３３万円 ９５．３

病院事業会計
収益的収入 ２７億１, ６０８万円 ２７億１, ９２０万円 ９９．９

全員賛成で可決
収益的支出 ２７億１, ３９２万円 ２７億１, ３５５万円 １００．０

介護老人保健施設事業会計
収益的収入 ３億４, ７５１万円 ３億３, １９２万円 １０４．７

全員賛成で可決
収益的支出 ３億４, ４４３万円 ３億３, １３５万円 １０３．９
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【会計別当初予算】

町　 税
16億 1,074万円
（２6．９％）

地方交付税　

20億 6,000万円

（３4．3％）　

60億 627万円

歳入合計

（１００％）国庫支出金
　４億7,580万円

（7．9％）

地方消費税交付金
１億4,000万円
　　（２．3％）

地方譲与税
7,400万円
　（１．2％）

分担金及び負担金
　7,973万円（１．3％）

使用料及び手数料
　１億6,691万円（2．8％）

県支出金
　4億 2,068万円

（7．0％）

町の借入金
　6億 1,540万円

（10．3％）

諸収入　１億1,980万円
（２．0％）

その他　2億 4,321万円
（4．0％）

人件費　１2億 304万円
（２0．0％）

その他　2,576万円
（０．５％）

補助金･負担金　11億 7,588万円
（19．6％）

扶助費　７億7,589万円（１２．9％）
物件費　9億 2,162万円

（１5．4％）

60億 627万円
歳出合計

（１００％）

普通建設事業費
 ２億 2,193万円

（3．７％）

維持補修費
 ３,768万円
（０．6％）

借金の返済
　７億3,574万円

（１2．2％）

繰出金　9億 873万円
　　　　 （15．1％）



 　　　　　　
　　

　 　 　
　

○ 町有財産管理費用  2, ３７９万円
○ 文書・広報発行費用 ２，７５４万円
○ 電子計算機管理費用 １億１，８４５万円
○ 住民基本台帳ネットワーク・ 
戸籍総合システム機器等使用料など ２８９万円

○ 県知事・県議会議員選挙費用 ４７１万円
○ 町議会議員選挙費用 ８２６万円
○ 経済センサス調査費用 ４３万円

○ くらじクリーンセンター負担金 ２億     ６０９万円
○ 病院事業繰出金 １億９，９９２万円
○ じん芥収集業務委託料 ９，５９４万円
○ 予防接種業務委託料 ２，７４２万円
○ 衛生センター指定管理料 ７，８７４万円
○ 葬斎場指定管理料 １，８４５万円
○ 妊婦健診委託料 １，０４９万円
○ 健康増進事業委託料 １，６１４万円

歳 出  予算額

60 億　627 万円
（100％）

総務費
7億 1,920 万円

　　（12.0％）

民生費
21 億 9,489 万円

　　（36.5％）

衛生費
7億 9,021 万円
      （13.2％）

土木費
4億 9,170 万円
 　（8.2％）

消防費
3億 1,852 万円
 　　（5.3％）

教育費
4億 4,660 万円
 　　（7.4％）

公債費

7億 3,574 万円

　　（12.2％）

議会費　1 億 1,863 万円（2.0％）

○ 知的障害者施設支援費 ６，４７８万円
○ 国保会計繰出金 ４，１６６万円
○ 介護保険広域連合負担金 ２億６，０２７万円
○ 乳幼児医療費用 ４, １５０万円
○ 子ども手当 ３億     ７４７万円
○ 後期高齢者医療療養給付費負担金 ２億１, ９９７万円
○ 総合福祉センター指定管理料 ７，４１１万円
○ 私立・広域保育所運営費負担金 １億５，３１２万円

労働費　4,468 万円（0.7％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

総務費

民生費

衛生費
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○ 九州労働金庫預託金 １，０００万円
○ 緊急雇用創出事業費 ２，０７７万円
○ ふるさと雇用再生事業費 ５５０万円

労働費

○ 報酬  3, ９１２万円
○ 会議録速記料 ３１４万円
○ 政務調査費 １６９万円
○ 備品購入費 ２０５万円

議会費



          
                     

　

○ 商工会補助金 ３２５万円
○ 元気まつり補助金 ２５１万円
○ 西川線、中山・中間線路線バス運行負担金 １，９９４万円
○ 地域公共交通活性化協議会負担金 ２４万円
○ コミュニティバス補助金 ４４４万円
○ 福岡ひびき信用金庫預託金 ５００万円

歳 出  予算額

60 億　627 万円
（100％）

総務費
7億 1,920 万円

　　（12.0％）

民生費
21 億 9,489 万円

　　（36.5％）

衛生費
7億 9,021 万円
      （13.2％）

土木費
4億 9,170 万円
 　（8.2％）

消防費
3億 1,852 万円
 　　（5.3％）

教育費
4億 4,660 万円
 　　（7.4％）

公債費

7億 3,574 万円

　　（12.2％）

農林水産業費　9,312 万円（1.6％）

商工費　4,297 万円（0.7％）

○ 外国青年招致事業費 ５９１万円
○ 文化財保護に伴う経費 １５６万円
○ 学校施設警備委託料 ８０４万円
○ 体育施設の維持・管理経費 １, ４５４万円
○ 町民体育祭報償費 １４５万円
○ 学校給食に伴う経費 ５，１６４万円
○ 保育所・幼稚園就園奨励費 ２１１万円
○ 小学校・定時制高校耐震工事費 ７，６６３万円

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

商工費

○ 公共下水道会計への繰出金 ２億９，８５７万円
○ 町営住宅管理費 １，６１５万円
○ 公園整備事業費 ９０９万円
○ 用排水路費 １，３１０万円
○ 治水堤防費 ５５５万円
○ 県営土地改良事業費町負担金 １，７５９万円
○ 山田川水利組合負担金 ７００万円

土木費

教育費

○ 直鞍広域消防事務組合負担金  2億８，０３３万円
○ 防火水槽新設等工事費 ５００万円

○ 消防団員の報酬・費用弁償 ９９８万円

○ 防犯灯整備工事費 １００万円

消防費
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○ 計画転作互助方式推進事業補助金 １，６１９万円
○ 水田農業担い手機械購入支援事業補助金 １，４１８万円
○ 農地・水・環境保全向上活動支援事業補助金 ２６６万円

農林水産業費

○ 公共施設建設等に借り入れた借金の返済
　　　元金 ６億３，４００万円
　　　利子 １億    １７４万円

借金の返済

予備費　1,000 万円（0.2％）
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２２年度補正予算

【一般会計補正　歳出の主なもの】
項　目 増　減　額 補正後の予算額 主　な　内　容

総　 務　 費 増額 8,121万 7千円 11億 7,908 万 7千円 財政調整基金積立金追加

民　 生　 費 減額 3,061万 9千円 22億 5,069 万３千円 国民健康保険特別会計繰出金追加、後期高齢者医療療養給付費負担
金減額、介護保険広域連合負担金減額

衛　 生　 費 減額 436万 2千円 8億 7,494 万１千円 妊婦健診委託料減額、衛生センター修繕料減額

農林水産業費 減額 437万 9千円 8,354 万 9千円 活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金減額

土　 木　 費 増額 995万 2千円 4億 7,715 万 1千円 住宅耐震改修等緊急促進助成金追加

教　 育　 費 減額 254万 3千円 5億 3,030 万 8千円 公民館工事費追加

住民生活に光をそそぐ交付金等を活用し

図書の購入・町民ホールの改修工事などを計画
　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
平
成
22
年
度
予
算
の

歳
出
執
行
残
の
減
額
と
併
せ

て
、
国
の
補
正
予
算
で
創
設

さ
れ
た
「
住
宅
耐
震
改
修
等

緊
急
促
進
事
業
」
に
よ
る
木

造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
費
の

追
加
や
、「
住
民
生
活
に
光
を

そ
そ
ぐ
交
付
金
」
の
増
額
に

よ
る
小
・
中
学
校
、
中
央
公

民
館
の
図
書
購
入
費
及
び
中

央
公
民
館
町
民
ホ
ー
ル
の
改

修
工
事
費
の
追
加
、
下
水
道

事
業
に
係
る
過
疎
債
へ
の
振

り
替
え
に
伴
う
繰
出
金
の
追

加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
４
３
２
８
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

66
億
２
３
５
７
万
円
と
し
ま

し
た
。
住
民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
の
う
ち
、
施
設

整
備
に
係
る
事
業
費
に
つ
い

て
は
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ

ま
す
。

４,３２８万円を増額、一般会計予算は６６億２，３５７万円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

改修工事が行われる町民ホール

　

３
月
定
例
会
中
に
追
加
提

案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
は
、
町
立
病
院
の
医
療
機

器
整
備
に
係
る
事
業
費
の

う
ち
４
０
０
０
万
円
が
国

の
補
助
対
象
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
充
当
財
源

と
し
て
病
院
事
業
会
計
へ

繰
り
出
す
こ
と
と
し
て
い
た

過
疎
債
分
２
０
０
０
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

結
果
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

66
億
３
５
７
万
円
と
し
ま
し

た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号

一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号

○ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
第
４
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計（
第
５
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
３
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第
２
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計
（
第
１
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

病
院
事
業
会
計
（
第
３
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

病
院
事
業
会
計
（
第
４
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計（
第
３
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計    

　

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
４
号
） 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

○ 

水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ  

の  

他  

の  

補  

正  

予  

算



　

町
内
小
中
学
校
の
再
編
に

向
け
た
委
員
会
を
附
属
機
関

と
し
て
位
置
づ
け
、
町
立
病

院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
専
門
的
見

地
か
ら
の
検
討
を
行
う
た
め

の
委
員
会
を
附
属
機
関
と
し

て
位
置
づ
け
る
た
め
、
附
属

機
関
設
置
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
１
月
24
日
に
策

定
さ
れ
た
第
５
次
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
職
員
定

数
の
適
正
化
に
努
め
る
た
め

職
員
定
数
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
別
職
等
の
報
酬
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
１
月
17
日
に

鞍
手
町
特
別
職
報
酬
審
議
会

に
諮
問
さ
れ
、
平
成
23
年
２

月
７
日
に
特
別
職
等
の
報
酬

等
に
関
す
る
答
申
が
な
さ
れ

た
こ
と
、
ま
た
議
会
活
性
化

等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
の
調
査
に
基
づ
く
報
告
及

び
第
５
次
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
よ
り
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
伴
い
、
町
議
会
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
職
等
の
報
酬
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
１
月
17
日
に

鞍
手
町
特
別
職
報
酬
審
議
会

に
諮
問
さ
れ
、
平
成
23
年
２

月
７
日
に
特
別
職
等
の
報
酬

等
に
関
す
る
答
申
が
な
さ
れ

た
こ
と
及
び
、
第
５
次
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
職
員

の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に
伴

い
、
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
職
等
の
報
酬
に
つ
い

て
、
平
成
23
年
１
月
17
日
に

鞍
手
町
特
別
職
報
酬
審
議
会

に
諮
問
さ
れ
、
平
成
23
年
２

月
７
日
に
特
別
職
等
の
報
酬

等
に
関
す
る
答
申
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
基
づ
き
、
特
別
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
１
月
24
日
に
策

定
さ
れ
た
第
５
次
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
出
張

旅
費
の
更
な
る
削
減
に
努
め

る
た
め
、
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
５
次
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
に
よ
り
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
伴
い
、
証
人
等
の

実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏

ま
え
て
、
障
害
保
健
福
祉
施

策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お

い
て
障
が
い
者
等
の
地
域
生

活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

が
平
成
22
年
12
月
10
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
議

会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
加
え

て
、
放
置
車
輌
等
に
関
す
る

規
定
を
加
え
、
法
律
及
び
条

令
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め

に
、
不
法
行
為
に
対
す
る
罰

則
規
定
を
設
け
る
も
の
。
関

係
機
関
と
の
調
整
不
十
分
と

い
う
理
由
に
よ
り
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、「
鞍
手
町
附
属
機
関
設
置
条
例
」
の
改
正
な

ど
９
件
の
条
例
改
正
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
「
鞍
手
町
環
境
美
化
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
審
議

の
結
果
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
賛
成
８
・
反
対
２
で
可
決
）
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（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
賛
成
４
、
反
対
８
で
否
決
）

第
５
次
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
を
実
施
す
る
た
め

 

〜
附
属
機
関
設
置

　
　
　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
〜

 

職
員
定
数
の
適
正
化
に
努   

 

め
る
た
め

　

 

〜
職
員
定
数
条
例
の

 　
　
　
　
　
　
　

一
部
を
改
正
〜

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等

の
法
律
が
改
正
さ
れ
た
た
め

 

〜
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正
〜

議
員
の
報
酬
を
５
％
減
額

　

〜
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び 

　
　
　

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　

の
一
部
改
正
〜

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
を
減
額

　

〜
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
　

者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

　
　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
〜 

県
内
出
張
の
日
当
廃
止

　

〜
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

　
　
　
　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
〜

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

の
給
料
を
２
％
減
額

　
　〜特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
〜

宿
泊
料
の
廃
止

　

〜
証
人
の
実
費
弁
償
に
関
す
る

　
　
　
　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
〜

障
が
い
者
等
の
地
域
生
活

を
支
援

　

〜
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

　
　

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に

　
　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
〜

ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
に
対

し
罰
則
規
定
を
設
け
る

〜
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
〜
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問　

小
中
学
校
統
廃
合
整
備

計
画
策
定
委
員
会
と
町
立
病

院
経
営
形
態
検
討
委
員
会
を

追
加
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
内
容
を
検
討
さ
れ
る

の
で
す
か
。

答　

小
中
学
校
検
討
委
員
会

で
は
ど
の
よ
う
な
再
編
を
す

る
の
か
が
基
本
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
統
合
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
当
然
校
舎
を
建

て
替
え
る
の
か
、
ど
の
場
所

に
建
て
替
え
る
の
か
、
ま
た
、

通
学
路
、
距
離
等
色
々
な
問

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

辺
も
含
め
て
全
体
的
に
検
討

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

町
か
ら
町
立
病
院
を
な
く

さ
な
い
た
め
に
、
地
方
独
立

行
政
法
人
の
非
公
務
員
型
、

指
定
管
理
、
地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
、
民
間
譲
渡

な
ど
色
々
な
手
段
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
検

討
委
員
会
の
答
申
を
待
っ
て

計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

４
月
か
ら
職
員
定
数
が

減
員
さ
れ
る
こ
と
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す

が
。

答　

議
会
が
終
わ
っ
た
後
早

急
に
内
示
を
行
い
、
事
務
の

移
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
時
間
的
な
余
裕
を
取
っ

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
な
体
制
を
取
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

答
申
の
付
議
の
中
で
議

員
報
酬
の
日
当
制
に
つ
い
て

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

当
制
の
問
題
に
つ
い
て
事
務

局
（
総
務
課
）
か
ら
諮
問
さ

れ
た
の
で
す
か
。

答　

町
長
は
日
当
制
に
つ
い

て
諮
問
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

報
酬
審
議
会
の
審
議
の
中

で
、
日
当
制
で
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
発
言
が
委

員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

問 　

定
数
の
問
題
、
費
用
弁

償
の
問
題
、
政
務
調
査
費
の

問
題
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
議

会
独
自
で
行
財
政
改
革
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
を
審
議
会

の
委
員
さ
ん
は
十
分
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

答　

事
務
局
（
総
務
課
）
と

し
て
は
、
議
会
が
こ
れ
ま
で

に
取
り
組
ん
で
き
た
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
審
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

問　

報
酬
の
日
当
制
の
問
題

等
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
お
金
も
時

間
も
あ
る
人
し
か
議
員
に
な

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

な
れ
ば
議
会
の
活
性
化
が
必

要
だ
と
か
、
議
員
は
必
要
な

い
と
い
う
流
れ
が
起
き
て
し

ま
う
こ
と
も
、
是
非
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

答　

議
員
活
動
が
有
効
に
で

き
る
額
が
ど
れ
ぐ
ら
い
が
適

正
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
議
会
制
民
主
主
義
の
中

で
は
、
行
政
と
議
会
と
が
対

等
な
立
場
で
あ
る
こ
と
も
十

分
認
識
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
十

分
な
議
論
を
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

農
業
振
興
費
の
負
担

金
補
助
及
び
交
付
金
が

４
３
７
万
９
千
円
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

活
力
あ
る
高
収
益
園
芸

産
地
育
成
事
業
で
保
冷
庫
を

購
入
す
る
予
定
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
事
業
が
廃
止

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
改
め

て
、
４
月
に
同
事
業
の
要
望

を
取
り
ま
し
た
ら
、
ハ
ウ
ス

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
１
件
要
望
が
で
ま
し
た

の
で
、
そ
の
分
が
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
田
農
業
担
い
手
機
械
導

入
支
援
事
業
に
お
い
て
、
見

積
も
り
を
取
っ
た
時
点
の
金

額
か
ら
、
事
業
を
実
施
し
た

時
の
金
額
が
減
額
と
な
り
ま

し
た
の
で
減
額
し
て
い
ま

す
。

議 案 質 疑議 案 質 疑
「議案質疑」とは、町長から提出された議案の説明が行われた後、それぞれの議案の疑問点について提案
者に質問することです。提案説明に含まれていない事柄についても質問することが出来ます。

鞍
手
町
職
員
定
数
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■

鞍
手
町
附
属
機
関
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■

鞍
手
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■

平
成
22
年
度
鞍
手
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

■

新規事業要望で設置されたハウス



問　

財
産
収
入
で
す

が
、
土
地
売
払
収
入
が

３
４
５
１
万
９
千
円
追
加
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容

は
。

答　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・

ル
ー
プ
内
の
鴻こ
う

ノ
毛
緑
地
に

つ
い
て
、
県
か
ら
調
整
池
を

作
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

買
収
し
た
い
旨
の
要
望
が

あ
り
、
こ
の
売
り
渡
し
額
が

３
４
３
８
万
３
３
１
２
円
と

個
人
宅
地
内
の
里
道
の
払
い

下
げ
が
13
万
６
７
２
０
円
の

合
計
で
こ
の
金
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問　

町
有
地
の
有
効
利
用
を

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
き
ま
す
か
。

答　

売
却
可
能
な
資
産
の
取

り
ま
と
め
は
で
き
て
い
ま

す
。
今
後
は
公
募
の
形
で

や
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
基
本
的
に
は

町
有
地
に
隣
接
す
る
方
を
優

先
し
て
土
地
を
譲
渡
し
て
い

ま
し
た
が
、
隣
接
の
方
で
譲

渡
希
望
が
な
い
場
合
は
改
め

て
公
募
を
行
い
売
却
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　

貸
付
金
の
繰
上
償
還

を
、
今
ま
で
は
一
般
会
計
の

収
入
に
し
て
い
た
の
を
起
債

の
償
還
に
充
て
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
。

答　

貸
付
金
の
年
間
の
償
還

額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
回

収
金
で
足
り
な
い
部
分
を
一

般
会
計
か
ら
繰
出
し
て
補ほ
て
ん填

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
繰
上
償
還
額
を
町
の
収

入
に
入
れ
て
お
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
昨
年
、
独
立
行

政
法
人
郵
便
貯
金
簡
易
生
命

保
険
管
理
機
構
の
監
査
で
繰

上
償
還
金
は
元
金
の
償
還
に

充
て
る
べ
き
と
の
指
摘
を
受

け
ま
し
た
の
で
、
町
の
収
入

に
な
っ
て
い
た
分
を
、
今
回

繰
上
償
還
金
と
し
て
元
金
の

方
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

問　

平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
説
明
の
中
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
売
却
可
能

な
資
産
は
公
募
に
よ
り
売
却

を
進
め
て
行
く
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
に
は
い
つ

頃
か
ら
公
募
す
る
計
画
で
す

か
。

答　

現
段
階
で
売
却
可
能
な

資
産
の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て

不
動
産
鑑
定
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
不
動
産
鑑
定
を

行
い
可
能
な
段
階
で
公
募
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
な
日
程
は
決
め

て
い
ま
せ
ん
。

問　

町
有
地
に
も
大
小
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
大
体
ど

れ
ぐ
ら
い
の
規
模
を
売
却
可

能
と
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
、

売
却
し
て
処
分
す
る
土
地
と

残
し
て
利
用
す
る
土
地
の
仕

分
け
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。

答　

基
本
的
に
は
、
普
通
財

産
か
ら
処
分
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
将
来
行
政
財

産
と
し
て
利
用
可
能
な
も
の

は
当
然
、
売
却
資
産
と
し
て

上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
も
住
宅
地
、
一
団
の
土
地

で
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い

る
も
の
、
そ
の
部
分
の
取
捨

選
択
は
い
た
し
ま
す
。

問　

町
長
の
交
際
費
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
も
完
成
し
、
こ
れ

か
ら
と
い
う
時
に
前
と
同
じ

予
算
額
だ
が
町
の
発
展
の
た

め
の
活
動
が
で
き
る
の
か
、

そ
の
辺
を
よ
く
検
討
さ
れ
て

予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
か
。

答　

23
年
度
の
町
長
交
際
費

は
例
年
の
実
績
に
基
づ
い
て

計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
交
際
費
を
使
っ
て

色
々
な
活
動
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
質
問
だ
と
思
い

ま
す
が
、
交
際
費
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
使
途
基

準
を
設
け
ま
し
て
、
支
出
し

て
い
ま
す
。
議
会
に
お
い
て

も
使
途
基
準
を
作
っ
て
公
表

も
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

町
長
交
際
費
に
つ
い
て
も
、

毎
月
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
公
表
し
事
務
を
進
め

て
い
ま
す
。
町
の
発
展
の
た

め
に
色
々
な
活
動
を
行
う
必

要
が
あ
れ
ば
、
別
途
、
予
算

組
み
を
し
て
活
動
の
場
に
充

て
る
方
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

問　

行
財
政
改
革
に
基
づ
い

て
、
23
年
度
の
予
算
を
組
ま

れ
た
と
思
う
が
、
ど
れ
ぐ
ら

い
の
削
減
効
果
が
あ
る
の
で

す
か
。

答　

今
回
の
特
別
職
の
給

与
改
定
や
議
員
報
酬
等
の

改
定
に
よ
り
ま
し
て
全
体

で
６
８
０
万
円
程
度
の
減

額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
不
補
充
等
で
約

３
０
０
０
万
円
の
削
減
効
果

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
職
員
旅
費
の
見
直
し

で
、
年
間
２
０
０
万
程
度
の

削
減
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

問　

文
書
広
報
費
の
駐
在

員
・
連
絡
員
の
事
務
費
が
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

辺
の
根
拠
を
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

答　

こ
れ
は
町
の
財
政
が
厳

し
い
中
で
、
議
員
を
は
じ
め
、

町
長
、
副
町
長
、
非
常
勤
の

特
別
職
も
減
額
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
現

状
の
中
で
皆
さ
ん
が
心
を
一

つ
に
し
て
、
鞍
手
町
の
た
め

に
汗
を
流
そ
う
と
い
う
理
解

が
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
減
額
し
て
い
ま
す
。

平成 23 年４月 28 日発行　鞍手町議会だより　№ 89⑨

平
成
22
年
度
鞍
手
町
住

宅
新
築
資
金
等
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

■

平
成
23
年
度
鞍
手
町
一

般
会
計
予
算

■

旧宮本学園跡地



平成 23 年４月 28 日発行　鞍手町議会だより　№ 89 ⑩

問　

駐
在
員
の
身
分
は
ど
の

う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

答　

非
常
勤
の
公
務
員
で

す
。

問　

子
宮
頸
ガ
ン
予
防
等
の

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
い
る

と
新
聞
の
記
事
に
あ
り
ま
し

た
が
、
鞍
手
町
で
は
ワ
ク
チ

ン
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
対
象
者
は
何
名

で
す
か
。

答　

薬
品
卸
屋
か
ら
ワ
ク
チ

ン
が
不
足
し
、
当
分
の
間
供

給
が
で
き
な
い
と
の
連
絡
が

あ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
高

校
１
年
生
は
も
う
す
ぐ
２
年

生
に
進
級
し
ま
す
が
、
国
は

２
年
生
に
な
っ
て
も
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
で
き
る
措
置

を
講
じ
て
い
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
（
４
月
）
ま
で

に
は
入
荷
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
ガ

ン
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
定
者
は

５
１
７
人
で
す
。　

問　

来
年
度
の
工
事
予
定
と

加
入
率
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

工
事
の
予
定
と
し
て

は
、
推
進
工
法
で
本
町
交
差

点
か
ら
立
林
方
面
に
向
け
て

と
中
山
西
区
か
ら
役
場
に
向

け
て
の
二
箇
所
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
後
は
開
削
工
法
で

裏
田
団
地
と
周
辺
の
一
部
、

中
山
西
区
と
東
区
の
一
部
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

普
及
率
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
３
月
現
在
で
32
・

４
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

下
水
道
工
事
を
し
な
く

て
も
受
益
者
負
担
金
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答　

受
益
者
負
担
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
来
年
度
は
中
山

北
区
、
東
区
、
西
区
、
い
牟

田
区
、
裏
田
団
地
の
一
部
で

負
担
金
を
掛
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
面
積
に
し
ま
し

て
11
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
金

額
で
は
５
５
０
０
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　

議
員
発
議
で
す
か
ら
、

提
出
議
員
に
お
尋
ね
し
ま
す

が
、
今
回
罰
則
規
定
を
設
け

よ
う
と
す
る
最
大
の
理
由
、

実
効
性
を
含
め
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

確
か
に
実
効
性
が
あ
る

か
ど
う
か
は
非
常
に
難
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
鞍
手
町

の
環
境
美
化
条
例
が
設
置

さ
れ
た
頃
は
、
罰
則
規
定

を
設
け
て
い
る
市
町
村
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
近
年
、
罰
則
規
定
を
設

け
る
市
町
村
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
を
み
ま
す

と
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
の
適
用
を

受
け
な
い
、
例
え
ば
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
や
放
置
車
輌
に
つ

い
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
抑
止
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
を
捨
て

た
人
を
特
定
し
て
、
町
職
員

が
警
察
に
訴
え
て
も
、
ほ
と

ん
ど
相
手
に
し
て
く
れ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
町
が
独
自
に
罰
則
規
定

を
設
け
た
条
例
を
整
備
し
て

お
け
ば
、
そ
れ
を
強
く
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
判
断
し
、
今
回
、
提

案
し
ま
し
た
。

問　

条
例
が
可
決
さ
れ
れ

ば
、
行
政
の
方
は
、
条
例
に

基
づ
い
て
事
務
を
進
め
て
行

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

行
政
等
の
関
係
機
関
と
十
分

な
調
整
が
で
き
て
な
け
れ

ば
、
難
し
い
問
題
が
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答　

行
政
と
の
調
整
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

問　

罰
則
規
定
が
新
た
に
加

わ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
懲

役
刑
と
罰
金
が
妥
当
な
も
の

か
を
相
談
し
て
決
め
ら
れ
た

の
で
す
か
。

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
た
資
料
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
改
正
案
以
上
に
厳

し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

罰
金
の
み
の
所
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
上
限
で
す
か
ら
、

あ
る
程
度
の
厳
し
さ
が
な
い

と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し

た
の
で
、
他
の
市
町
村
の
条

例
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て
、

判
断
い
た
し
ま
し
た
。

問　

政
務
調
査
に
行
か
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
調
査

を
さ
れ
た
市
で
実
際
に
罰
則

を
適
用
さ
れ
た
の
か
ど
う
か

を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

罰
則
を
適
用
し
た
事
例

は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
抑
止
効
果
と

し
て
３
年
間
で
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
半
減
し
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
、
か
な
り
の

効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

平
成
23
年
度
鞍
手
町
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

■

鞍
手
町
環
境
美
化
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■

大谷自然公園近くに不法投棄されたゴミ



西
川
小
学
校
前
の

西
川
に
架
か
る
通
学
路
上
の

橋
の
欄
干
が
現
状
で
は
74
㎝

で
す
が
、
安
全
確
保
の
た
め

橋
の
欄
干
は
１
１
０
㎝
必
要

な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

転
落
防
止
柵
の
標

準
の
高
さ
は
１
１
０
㎝
と
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
欄

干
を
高
く
し
た
場
合
に
橋
全

体
の
強
度
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

西
川
小
学
校
、
鞍

手
南
中
学
校
に
至
る
橋
で
あ

り
欄
干
の
高
さ
は
早
急
に
高

く
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

構
造
上
可
能
と
思
い
ま
す
が
。

こ
の
橋
は
現
実
的

に
は
歩
道
で
あ
っ
て
、
自
転

車
は
降
り
て
押
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
安
全
確
保
の
点
か

ら
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
辺
は
教
育
委
員
会
と

も
十
分
協
議
し
た
上
で
、
安

全
対
策
を
取
っ
て
行
く
べ
き

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

の
後
、
こ
の
橋
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

本
町
公
民
館
に
至

る
六
田
川
水
路
に
防
護
柵
が

な
く
非
常
に
危
険
で
す
。
何

度
か
利
用
し
ま
し
た
が
、
道

も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
段
差

も
あ
り
防
護
柵
が
必
要
と
思

い
ま
す
が
。こ

の
場
所
は
道
路

と
し
て
で
は
な
く
、
河
川
堤

防
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
近
道
と
し
て
便

宜
上
使
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
対
岸
は
防
護
柵
も

設
置
し
て
、
舗
装
も
し
、
通

学
路
と
し
て
も
整
備
で
き
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
安

全
に
通
行
で
き
る
道
路
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
危
険

箇
所
を
点
検
し
、
安
全
対
策

を
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
。

危
険
箇
所
は
、
こ

れ
ま
で
も
地
元
の
要
望
を
受

け
て
現
地
調
査
を
し
た
上
で

整
備
す
る
順
番
を
決
め
て
い

ま
す
。

　

通
学
路
に
関
し
て
は
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委
員
会

等
で
調
査
し
て
い
た
だ
き
、

集
約
し
た
も
の
を
担
当
課
で

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
整

備
し
て
い
る
状
況
で
す
。
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知りたいこと 望むこと

6 人の議員が質問！

一般質問

一般質問の内容は、議会だよ

り編集委員が会議録に基づい

て編集をしています。詳細は

議会事務局にある会議録をご

覧下さい。

須藤信一郎　議員

西
川
小
学
校
前
の
橋
の
欄
干
を
た
か
く
す
べ

き
で
は

教
育
委
員
会
と
十
分
協
議
し
て
安
全
対
策
を

取
り
ま
す 

（
副
町
長
）西川に架かる橋

六
田
川
水
路
の
防
護
柵
設

置
を

　町長が体調不良による欠席のため、一般質問の通告
内容を一部変更した議員や全て質問を取り止めた議員
もいました。

本町公民館に至る六田川水路

副
町
長

質　

問

質　

問

副
町
長

副
町
長

質　

問

質　

問

副
町
長
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剣
南
小
学
校
付
近

を
通
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
交
通

標
識
等
が
少
な
く
、
町
外
の

利
用
者
は
大
変
苦
慮
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
実
際
に
ア

ク
セ
ス
道
路
を
利
用
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、そ
の
感
想
は
。

実
際
に
道
路
が
で

き
上
が
っ
て
何
度
も
走
っ
た

中
で
、
こ
の
部
分
は
ど
う
か

な
と
い
う
こ
と
は
確
か
に
あ

り
ま
し
た
。
地
元
か
ら
も
意

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
問

い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
供
用
開
始
に
な
っ
て

色
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は

感
じ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
開
通
の
２
週
間
前
に
ア
ク

セ
ス
道
路
は
供
用
開
始
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
４
月
か
ら

学
校
が
始
ま
る
わ
け
で
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
交
通

標
識
や
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
標
識
な
ど
の
安
全
対
策
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
。規

制
関
係
に
つ
い

て
は
公
安
委
員
会
が
決
定
し

て
標
識
等
を
設
置
し
ま
す
が
、

学
校
と
い
う
部
分
が
確
認
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良

い
の
か
、
再
度
教
育
課
と
県

と
で
必
要
な
措
置
を
取
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

早
期
に
協
議
を
始
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

２
月
19
日
に
開
通

し
た
鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
、地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー

と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
地
元
で
は
、

人
口
増
加
に
向
け
た
受
皿
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
思
い
つ
く
の
が

県
営
住
宅
に
居
住
さ
れ
て
い

る
方
々
の
こ
と
で
す
。
子
ど

も
の
声
も
聞
こ
え
、
活
気
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

県
営
住
宅
を
学
校
区
と
し

て
い
る
、
小
・
中
学
校
の
生

徒
数
の
変
化
が
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

県
営
住
宅
八
尋
団

地
は
、
現
在
１
３
１
戸
が
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
川
小
学
校
へ
の
通
学
児

童
数
は
、
平
成
22
年
度
は
11

人
、
鞍
手
南
中
学
校
に
通
学

す
る
生
徒
数
は
２
人
で
す
。

　

な
お
、
県
営
倉
坂
団
地
か

ら
八
尋
団
地
へ
の
移
転
先
と

し
て
24
戸
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
こ
の
中
で
も

古
月
小
学
校
区
の
児
童
が
２

名
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
ま

し
て
調
査
の
結
果
、
今
後
数

年
間
は
県
営
八
尋
団
地
か
ら

小
・
中
学
校
へ
通
学
す
る
児

童
・
生
徒
数
は
こ
こ
数
年
間

は
大
幅
な
変
動
は
あ
り
ま
せ

ん
。

    

田中　二三輝　議員

県
営
八
尋
団
地
の
建
設
で
西
川
小
学
校
の
生

徒
数
の
変
化
は

今
後
数
年
間
は
児
童
・
生
徒
数
の
大
幅
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん 

（
教
育
長
）

インターチェンジのアクセス道路にか
かる安全対策は

関係機関と協議を行い、必要な措置を
取ります （副町長）

久保田　正之　議員　

剣南小学校付近を通るインターチェンジのアクセス道路

県営住宅八尋団地

副
町
長

質　

問

質　

問

副
町
長

質　

問

教
育
長



Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
）
に
参
加

し
た
場
合 

、
本
町
で
は
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
ま
す
か
。

農
林
水
産
省
の
試

算
で
は
、
参
加
す
る
こ
と
で

国
で
２
兆
１
千
億
円
の
農
産

物
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

食
料
自
給
率
は
41
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
14
パ
ー
セ
ン
ト
に

減
少
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
場
合
、
農
業
経
営

農
家
数
２
４
０
戸
、
大
半
が

高
齢
者
で
、
今
で
も
、
水
田

の
保
全
、
水
路
の
維
持
で
、

助
け
合
い
な
が
ら
生
産
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場

合
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
も
た
ら
す
打
撃
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

米
価
の
下
落
等
に
よ
っ

て
、
離
農
者
が
出
る
の
で
は

な
い
か
、
あ
る
い
は
耕
作
放

棄
等
が
増
加
す
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

そ
う
な
れ
ば
、
購

買
力
が
な
く
な
り
、
中
小
業

者
に
も
影
響
が
出
て
く
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。

　

町
と
し
て
こ
の
問
題
に
ど

う
対
処
し
ま
す
か
。

12
月
議
会
で
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
請
願
・
陳

情
が
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
、

採
択
と
な
っ
た
の
で
内
閣
総

理
大
臣
他
関
係
機
関
へ
意
見

書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
26
日
に

鞍
手
町
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
反
対
す
る
決
起
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
会
で
は
、
昨
年

12
月
１
日
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

へ
の
参
加
に
反
対
す
る
特
別

決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
全
国
町
村

会
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
保
会
計
が
苦
し

い
の
は
、全
国
的
な
問
題
で
す
。

多
く
の
自
治
体
で
、
国
保
税

の
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め
に

法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
そ
の
状
況
を
把

握
し
て
い
ま
す
か
。

県
内
で
は
19
年

度
、
法
定
外
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
市
町
村
は
66
市

町
村
中
、
39
市
町
村
、
21
年

度
は
60
市
町
村
中
、
42
市
町

村
で
す
。

財
政
規
模
の
小

さ
い
小
竹
町
で
も
、
約

５
０
０
０
万
円
の
繰
り
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
繰
り
入
れ
を
し

て
、
保
険
料
を
上
げ
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
。

本
町
も
財
政
的
に

厳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
繰

り
入
れ
を
増
や
す
こ
と
は
税

金
で
の
穴
埋
め
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
公
平
性

と
い
う
観
点
か
ら
は
好
ま
し

い
姿
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
聞
い
て
見
る
と
、
社
会

福
祉
協
議
会
は
事
務
引
き
受

け
に
つ
い
て
、
ダ
メ
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
。

初
め
は
相
当

反
対
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
終
的
に
は
了
解
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

鞍
手
町
の
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
相
当
活
発
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
は
高

ま
り
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
っ
て
、
加
入

者
も
増
え
ま
す
。

　

元
気
な
お
年
寄
り
を
増
や

す
こ
と
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
さ

せ
な
い
こ
と
な
ど
、
町
と
連

携
し
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
任
せ

て
お
い
て
大
丈
夫
か
と
心
配

し
ま
す
が
。

社
会
福
祉
協

議
会
と
実
務
の
上
で
、
十
分

対
応
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
活
動
支
援
は
続
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ＴＰＰに参加することで本町への影響は

農家に対する影響は大きく、離農者が増
えるのではないかと思います （副町長）

宇田川　亮　議員

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事

務
局
職
員
削
減
の
経
緯
は

国
保
会
計
の
状
況
は

老人クラブ連合会が使用している事務室

トラクターを使った農作業

質　

問

副
町
長

質　

問

副
町
長

質　

問

副
町
長

質　

問

副
町
長

福
祉
人
権
課
長

質　

問

質　

問

福
祉
人
権
課
長
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平
成
19
年
3
月

議
会
で
審
議
さ
れ
、
土
地
開

発
公
社
に
立
て
替
え
た
22
億

円
の
返
済
は
ど
う
な
る
の
か

と
、
町
民
の
方
々
か
ら
尋
ね

ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
土
地
開
発
公
社
の

設
立
の
目
的
、
構
成
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

土
地
開
発
公
社
は

公
用
地
の
拡
大
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
町
で
地
域
の

整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な

公
有
地
と
な
る
べ
き
土
地
等

を
取
得
及
び
造
成
そ
の
他
の

管
理
等
を
行
わ
せ
る
た
め
に

設
立
し
た
法
人
で
、
議
会
選

出
議
員
、
町
執
行
部
の
職
員
、

一
般
の
町
民
12
名
の
理
事
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
土
地
開
発
公

社
に
立
て
替
え
た
22
億
円
の

返
済
は
今
後
ど
う
な
り
ま
す

か
。

22
億
円
は
、
か
ん

が
い
基
金
か
ら
公
社
の
土
地

の
借
入
金
が
大
き
く
な
る
の

を
防
ぐ
た
め
に
借
入
れ
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
然

返
す
と
い
う
こ
と
で
借
り
て

い
る
の
で
す
。

返
す
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
そ
の
返
済
計
画
は

あ
る
の
で
す
か
。

22
億
円
の
返
済
方

法
で
す
が
、
今
の
一
般
会
計

か
ら
計
画
的
に
返
済
す
る
と

い
う
の
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

金
額
が
大
き
い
も
の
で
す

か
ら
、
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
返
済
方
法
で
す

が
、
当
時
土
地
開
発
公
社
が

持
っ
て
い
た
土
地
を
売
却
し

て
返
済
に
充
て
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

土
地
の
売
却
に
努
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
売
っ
た
お
金

で
返
済
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

子
育
て
支
援
住
宅

の
建
設
と
い
う
こ
と
を
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
に
い
て
、
町
内
で
働

い
て
い
る
若
い
人
が
、
結
婚

し
て
町
内
に
住
ま
れ
な
い
と

い
う
状
態
は
町
の
発
展
に
よ

く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
あ
る
町
の
住
宅
地
を
利

用
し
て
、
子
育
て
支
援
住
宅

を
建
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長
が
い
ま
せ
ん

の
で
私
の
見
解
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
内
に
住
宅
メ
ー
カ
ー
が

あ
り
ま
す
の
で
、
町
有
地
を

活
用
し
た
事
業
に
対
し
て
支

援
が
出
来
な
い
か
、
町
長
と

一
緒
に
相
談
に
行
き
ま
し

た
。

　

現
実
に
は
今
の
よ
う
な
社

会
情
勢
、
建
築
が
非
常
に
伸

び
悩
ん
で
い
る
中
で
、
民
間

活
力
の
導
入
は
非
常
に
厳
し

い
と
い
う
認
識
で
あ
り
ま

す
。

現
在
町
が
所
有
し

て
い
る
５
億
円
の
仕
組
み
債

の
一
番
新
し
い
評
価
額
は
。

前
田
証
券
か
ら

購
入
し
た
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
水
利
施
設
運
営
基
金

１
億
円
の
仕
組
み
債
は
平
成

23
年
１
月
31
日
で
の
時
価
評

価
額
は
６
４
８
８
万
円
で

す
。

　

み
ず
ほ
証
券
か
ら
購
入
し

た
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
運
営
基
金
１
億
円
の

仕
組
み
債
は
平
成
23
年
１
月

31
日
で
の
時
価
評
価
額
は

６
８
２
６
万
円
で
す
。

　

野
村
証
券
か
ら
購
入
し

た
、
か
ん
が
い
施
設
運
営
基

金
３
億
円
の
仕
組
み
債
は
平

成
23
年
１
月
31
日
で
の
時
価

評
価
額
は
２
億
７
９
７
５
万

円
で
す
。

仕
組
み
債
の
利
息

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

前
田
証
券
か
ら

購
入
し
た
１
億
円
の
利
息
が

５
４
０
万
円
、
み
ず
ほ
証
券

か
ら
購
入
し
た
１
億
円
の
利

息
が
４
９
０
万
円
、
野
村
証

券
か
ら
購
入
し
た
３
億
円
の

利
息
が
２
６
１
９
万
円
、
総

額
で
約
３
６
４
９
万
円
で

す
。

昨
年
１
年
間
の
利

息
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

か
ん
が
い
施
設

土
地
開
発
公
社
に
立
て
替
え
た
お
金
の
返
済

方
法
は

土
地
開
発
公
社
が
持
っ
て
い
た
土
地
を
売
却

し
て
返
済
に
充
て
ま
す 

（
副
町
長
）

子
育
て
支
援
住
宅
を
建
設

す
る
考
え
は

仕組み債の契約無効訴訟の考えは

契約無効の訴えが出来るかどうか研究
する必要があります （会計課長）

毛利　喬　議員

香原　暹　議員

旧宮本学園跡地

質　

問

副
町
長

質　

問

副
町
長

質　

問

副
町
長

副
町
長

質　

問

会
計
課
長

質　

問

会
計
課
長

質　

問

質　

問

会
計
課
長



運
営
基
金
が
平
成
22
年
６
月

11
日
に
６
０
０
万
円
、
12
月

11
日
に
２
１
９
万
７
９
６
９
円

で
合
計
８
１
９
万
７
９
８
６
円

で
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
運
営
基
金
15
万
円
、

も
う
一
つ
の
谷
山
池
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
水
利
施
設
運
営
基
金

が
平
成
23
年
１
月
４
日
で
50

万
円
で
す
。仕

組
み
債
の
利
息

は
当
初
の
１
年
目
、
２
年
目

の
利
息
は
約
束
さ
れ
て
い
ま

す
が
そ
の
後
は
不
安
定
に
な

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
円
高
の
状
況
で
は
利

息
は
低
い
ま
ま
経
緯
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
12
日
に
大

阪
高
裁
の
控
訴
審
判
決
で
仕

組
み
債
は
一
般
投
資
家
が
リ

ス
ク
判
断
す
る
の
は
著
し
く

困
難
で
あ
る
、
商
品
の
難
解

さ
が
問
題
と
な
っ
て
、
契
約

そ
の
も
の
が
無
効
と
判
断
が

下
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

大
阪
高
裁
の
判
決

で
は
、
契
約
無
効
は
仕
組
み

債
の
買
い
手
が
一
般
投
資
家

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
前

提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
が
仕
組
み
債
を
購
入
し

た
時
点
で
は
地
方
公
共
団
体

と
い
う
こ
と
で
特
定
投
資
家

で
し
た
。
契
約
無
効
の
訴
え

が
出
来
る
か
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

仕
組
み
債
を
買
っ
た
状
況

に
応
じ
て
は
訴
え
が
出
来
る

か
判
断
し
か
ね
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
な
お
野
村
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

３
億
円
の
分
は
今
年
の
６
月

に
償
還
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
作
成
し
、
町
の
財
政
が
誰

の
目
に
も
明
ら
か
に
な
る
よ

う
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
年
度
中
に
出
来
ま
す
か
。

平
成
18
年
に
、
総

務
省
が
出
し
た
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
に
基
づ
い
て
作
成
し

ま
し
た
。

　

公
表
す
る
前
に
旧
総
務
省

方
式
か
ら
総
務
省
改
定
方
式

と
変
え
ら
れ
、
町
の
保
有
財

産
の
調
査
が
必
須
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

売
却
可
能
資
産
を
含
め
た

町
道
、
里
道
、
水
路
全
て
の

財
産
を
計
上
す
る
と
し
ま
す

と
、
国
が
示
し
て
い
る
健
全

化
法
で
平
成
23
年
度
で
の
作

成
は
不
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
里
道
、
水
路
を

除
い
た
土
地
で
売
却
可
能
資

産
の
整
理
は
終
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
平
成
23
年
度
中
に

は
公
表
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
、
里
道
、
水
路

の
関
係
も
一
旦
整
理
し
て
、

追
加
し
て
い
く
と
い
う
手
法

に
な
り
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

 　
　

　

前
任
者
退
職
に
よ
り
平
成

23
年
１
月
28
日
付
、
後
任
の

久
保
田
隆
一　

税
務
住
民
課

長
を
固
定
資
産
評
価
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

本
補
正
予
算
は
、
円
高
・

デ
フ
レ
対
策
の
た
め
の
緊
急

総
合
経
済
対
策
と
し
て
、
国

の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
成

立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
き
め

こ
ま
か
な
交
付
金
３
５
５
８

万
円
、
住
民
に
光
り
を
そ
そ

ぐ
交
付
金
９
０
３
万
円
が
内

示
さ
れ
、
緊
急
に
新
規
事
業

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

　

き
め
こ
ま
か
な
交
付
金
事

業
と
し
て
は
、
町
立
体
育
館

の
床
改
修
、
中
央
公
民
館
の

エ
コ
照
明
導
入
等
、
住
民
に

光
り
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事
業

と
し
て
は
中
央
公
民
館
、
各

小
中
学
校
の
図
書
の
充
実
な

ど
で
す
。

　

さ
ら
に
、
子
宮
頸
ガ
ン
等

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
追
加
補

正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平成 23 年４月 28 日発行　鞍手町議会だより　№ 89⑮

臨　時　会
　平成２３年第１回臨時会が１月２８日に開催され、固定資産評価員の選任や平成２２年度一般会
計補正予算など２議案を審議し、いずれも同意・可決されました。

鞍
手
町
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任

久保田　隆一　氏

平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
６
号
）

一般的なバランスシート

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成

は

質　

問

副
町
長

質　

問

副
町
長



　

発
行
責
任
者

　
　

議
会
議
長　

日
髙　

直
幸

編
集
ス
タ
ッ
フ

　
　

委
員
長　
　

香
原　
　

暹

　
　

副
委
員
長　

星　
　

正
彦

　
　

委　

員　
　

原　
　

哲
也

　
　

委　

員　
　

田
中
二
三
輝

　
　

委　

員　
　

栗
田　

幸
則

　
　

委　

員　
　

毛
利　
　

喬

　　　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東

日
本
大
震
災
」
で
多
く
の
方
々

が
被
災
さ
れ
、
多
数
の
人
命
が

失
わ
れ
た
こ
と
に
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
地
震
発
生

時
は
、
関
東
の
友
人
や
福
島
の

身
内
の
安
否
確
認
に
ジ
レ
ン
マ

を
覚
え
、
す
ぐ
に
現
地
に
駆
け

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
憤
り

さ
え
感
じ
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
救
助
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
に
は
大
き
な

感
謝
の
気
持
ち
を
送
り
ま
す
。

　

今
後
の
復
興
に
関
し
て
は
、

戦
後
の
窮
地
か
ら
復
興
を
遂
げ

た
日
本
国
民
が
再
度
一
体
化
し
、

政
治
力
・
経
済
力
を
中
心
に
真

剣
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
必
ず

成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
遠
く
離
れ
て

い
て
も
、
被
災
地
の
方
々
へ
「
頑

張
れ
！
」
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
田
中 

二
三
輝
）

編

集

後

記

 

議会を傍聴しませんか
　受付は、当日議会事務局で行います。

　不明な点は、お尋ねください。

次回は６月議会です。

表紙の紹介
4 4 4 4 4  

　
 

４月１日、剣第一保育所で入所式がありました。
みんな先生の話に夢中になっていますが、その表情
も様々で色々な思いが一杯の様子です。
　今年５名（１歳児２名、３歳児２名、４歳児１名）
の新たなお友達が入所し、総勢４９名（０歳児２名、
１歳児６名、２歳児７名、３歳児１２名、４歳児９名、
５歳児１３名）で夢と希望に満ちた新しい園生活が
スタートです。
　子どもたちは今後色々な経験をすることにより、
大きくなっていくのが楽しみです。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
東
北
地
方
太
平
洋

沖
で
発
生
し
た
巨
大
地
震
は
国
内

観
測
史
上
最
大
規
模
と
な
り
、
想

定
を
超
え
る
大
津
波
に
よ
り
多
数

の
死
傷
者
や
行
方
不
明
者
を
も
た

ら
し
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
壊
滅
的

な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
と
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
域
の
早
い
復
旧
・
復
興

が
出
来
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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